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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれが、第１電極と、前記第１電極に対向する第２電極と、前記第１電極と前記第
２電極の間に設けられた垂直配向型液晶層とを有する複数の画素を備えた液晶パネルと、
前記液晶パネルに駆動電圧を供給する駆動回路とを有し、ノーマリブラックモードで表示
を行う液晶表示装置であって、
　前記駆動回路は、前の垂直走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、当
該中間階調に対応する予め決められた階調電圧よりも高いオーバーシュート電圧ＯＳＶを
前記液晶パネルに供給することができ、
　黒表示状態から最高階調に対応した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が
経過したときの透過率をライズ透過率Ｔｒ、最高階調表示状態から黒表示に対応した電圧
を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が経過したときの透過率をディケイ透過率Ｔ
ｄとしたとき、少なくともパネル温度４０℃において、ライズ透過率Ｔｒが最高階調表示
状態の透過率の７５％以上であり、かつ、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過
率の８％以下であり、
　パネル温度Ｔ（℃）において透過率が１垂直走査期間に相当する時間内に当該中間階調
に対応する所定の透過率に到達するオーバーシュート電圧をジャストオーバーシュート電
圧ＪＯＳＶTとするとき、
　４０℃未満で、且つ、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の４％を超え８
％以下であるパネル温度Ｔ1において、前記駆動回路は、前の垂直走査期間の表示階調よ
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りも高い中間階調を表示する際に、前記パネル温度Ｔ1におけるジャストオーバーシュー
ト電圧ＪＯＳＶT1よりも低いオーバーシュート電圧ＯＳＶT1を供給する、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記パネル温度Ｔ1において前記駆動回路が供給する前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT

1は、前記パネル温度Ｔ1よりも高いあるパネル温度Ｔ2におけるジャストオーバーシュー
ト電圧ＪＯＳＶT2と一致する請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記パネル温度Ｔ2は、前記パネル温度Ｔ1と、Ｔ1＋３≦Ｔ2＜Ｔ1＋１０の関係を満足
する請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記パネル温度Ｔ2は、前記パネル温度Ｔ1と、Ｔ1＋５＝Ｔ2の関係を実質的に満足する
請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記パネル温度Ｔ1において前記駆動回路が供給する前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT

1は、透過率が前の垂直走査期間の表示階調に対応する所定の透過率に到達していないと
きに前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT1が供給されても、１垂直走査期間に相当する時間
経過後の透過率が当該中間階調に対応した透過率の７０％～１００％となるように設定さ
れている請求項１から４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　１垂直走査期間が約１６．７ｍｓｅｃであり、前記液晶層を構成する液晶材料のフロー
粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、最高階調表示状態と黒表示状
態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とするとき、ｄ2・γ／ΔＶが４０×
１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え５０×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定され
ている請求項１から５のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　１垂直走査期間が約８．３ｍｓｅｃであり、前記液晶層を構成する液晶材料のフロー粘
度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、最高階調表示状態と黒表示状態
とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とするとき、ｄ2・γ／ΔＶが１８×１
０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え２３×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定されて
いる請求項１から５のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　４０℃未満で前記パネル温度Ｔ1よりも高いあるパネル温度Ｔ3において、ディケイ透過
率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％を超え４％以下であり、前記駆動回路は、
前の垂直走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、当該中間階調が予め定
められた階調以下のときには、前記パネル温度Ｔ3におけるジャストオーバーシュート電
圧ＪＯＳＶT3よりも低いオーバーシュート電圧ＯＳＶT3を供給し、当該中間階調が予め定
められた前記階調よりも高いときには前記ジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT3を供
給する請求項１から７のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　予め定められた前記階調は、６４／２５５階調以下の階調である請求項８に記載の液晶
表示装置。
【請求項１０】
　前記パネル温度Ｔ3において前記駆動回路が供給する前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT

3は、前記パネル温度Ｔ3よりも高いあるパネル温度Ｔ4におけるジャストオーバーシュー
ト電圧ＪＯＳＶT4と一致する請求項８または９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記パネル温度Ｔ4は、前記パネル温度Ｔ3と、Ｔ3＋３≦Ｔ4＜Ｔ3＋１０の関係を満足
する請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記パネル温度Ｔ4は、前記パネル温度Ｔ3と、Ｔ3＋５＝Ｔ4の関係を実質的に満足する
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請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記パネル温度Ｔ3において前記駆動回路が供給する前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT

3は、透過率が前の垂直走査期間の表示階調に対応する所定の透過率に到達していないと
きに前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT3が供給されても、１垂直走査期間に相当する時間
経過後の透過率が当該中間階調に対応した透過率の７０％～１００％となるように設定さ
れている請求項８から１２のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　１垂直走査期間が約１６．７ｍｓｅｃであり、前記液晶層を構成する液晶材料のフロー
粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、最高階調表示状態と黒表示状
態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とするとき、ｄ2・γ／ΔＶが２０×
１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え４０×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定され
ている請求項８から１３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　１垂直走査期間が約８．３ｍｓｅｃであり、前記液晶層を構成する液晶材料のフロー粘
度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、最高階調表示状態と黒表示状態
とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とするとき、ｄ2・γ／ΔＶが７×１０-

6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え１８×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定されてい
る請求項８から１３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　４０℃未満で前記パネル温度Ｔ3よりも高いあるパネル温度Ｔ5において、ディケイ透過
率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％以下であり、前記駆動回路は、前の垂直走
査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、前記パネル温度Ｔ5におけるジャ
ストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT5を供給する請求項８から１５のいずれかに記載の液
晶表示装置。
【請求項１７】
　１垂直走査期間が約１６．７ｍｓｅｃであり、前記液晶層を構成する液晶材料のフロー
粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、最高階調表示状態と黒表示状
態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とするとき、ｄ2・γ／ΔＶが２０×
１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定されている請求項１６に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　１垂直走査期間が約８．３ｍｓｅｃであり、前記液晶層を構成する液晶材料のフロー粘
度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、最高階調表示状態と黒表示状態
とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とするとき、ｄ2・γ／ΔＶが７×１０-

6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定されている請求項１６に記載の液晶表示装置。
【請求項１９】
　それぞれが、第１電極と、前記第１電極に対向する第２電極と、前記第１電極と前記第
２電極の間に設けられた垂直配向型液晶層とを有する複数の画素を備えた液晶パネルと、
前記液晶パネルに駆動電圧を供給する駆動回路とを有し、ノーマリブラックモードで表示
を行う液晶表示装置であって、
　前記駆動回路は、前の垂直走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、当
該中間階調に対応する予め決められた階調電圧よりも高いオーバーシュート電圧ＯＳＶを
前記液晶パネルに供給することができ、
　黒表示状態から最高階調に対応した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が
経過したときの透過率をライズ透過率Ｔｒ、最高階調表示状態から黒表示に対応した電圧
を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が経過したときの透過率をディケイ透過率Ｔ
ｄとしたとき、少なくともパネル温度４０℃において、ライズ透過率Ｔｒが最高階調表示
状態の透過率の７５％以上であり、かつ、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過
率の８％以下であり、
　パネル温度Ｔ（℃）において透過率が１垂直走査期間に相当する時間内に当該中間階調
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に対応する所定の透過率に到達するオーバーシュート電圧をジャストオーバーシュート電
圧ＪＯＳＶTとするとき、
　４０℃未満で、且つ、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％を超
え４％以下であるパネル温度Ｔ1において、前記駆動回路は、前の垂直走査期間の表示階
調よりも高い中間階調を表示する際に、当該中間階調が予め定められた階調以下のときに
は、前記パネル温度Ｔ1におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1よりも低いオ
ーバーシュート電圧ＯＳＶT1を供給し、当該中間階調が予め定められた前記階調よりも高
いときには前記ジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1を供給する液晶表示装置。
【請求項２０】
　予め定められた前記階調は、６４／２５５階調以下の階調である請求項１９に記載の液
晶表示装置。
【請求項２１】
　前記パネル温度Ｔ1において前記駆動回路が供給する前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT

1は、透過率が前の垂直走査期間の表示階調に対応する所定の透過率に到達していないと
きに前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT1が供給されても、１垂直走査期間に相当する時間
経過後の透過率が当該中間階調に対応した透過率の７０％～１００％となるように設定さ
れている請求項１９または２０に記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
　前記パネル温度Ｔ1において前記駆動回路が供給する前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT

1は、前記パネル温度Ｔ1よりも高いあるパネル温度Ｔ2におけるジャストオーバーシュー
ト電圧ＪＯＳＶT2と一致する請求項１９から２１のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項２３】
　前記パネル温度Ｔ2は、前記パネル温度Ｔ1と、Ｔ1＋３≦Ｔ2＜Ｔ1＋１０の関係を満足
する請求項２２に記載の液晶表示装置。
【請求項２４】
　前記パネル温度Ｔ2は、前記パネル温度Ｔ1と、Ｔ1＋５＝Ｔ2の関係を実質的に満足する
請求項２３に記載の液晶表示装置。
【請求項２５】
　１垂直走査期間が約１６．７ｍｓｅｃであり、前記液晶層を構成する液晶材料のフロー
粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、最高階調表示状態と黒表示状
態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とするとき、ｄ2・γ／ΔＶが２０×
１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え４０×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定され
ている請求項１９から２４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項２６】
　１垂直走査期間が約８．３ｍｓｅｃであり、前記液晶層を構成する液晶材料のフロー粘
度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、最高階調表示状態と黒表示状態
とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とするとき、ｄ2・γ／ΔＶが７×１０-

6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え１８×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定されてい
る請求項１９から２４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項２７】
　４０℃未満で前記パネル温度Ｔ1よりも高いあるパネル温度Ｔ3において、ディケイ透過
率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％以下であり、前記駆動回路は、前の垂直走
査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、前記パネル温度Ｔ3におけるジャ
ストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT3を供給する請求項１９から２６のいずれかに記載の
液晶表示装置。
【請求項２８】
　１垂直走査期間が約１６．７ｍｓｅｃであり、前記液晶層を構成する液晶材料のフロー
粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、最高階調表示状態と黒表示状
態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とするとき、ｄ2・γ／ΔＶが２０×
１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定されている請求項２７に記載の液晶表示装置。
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【請求項２９】
　１垂直走査期間が約８．３ｍｓｅｃであり、前記液晶層を構成する液晶材料のフロー粘
度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、最高階調表示状態と黒表示状態
とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とするとき、ｄ2・γ／ΔＶが７×１０-

6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定されている請求項２７に記載の液晶表示装置。
【請求項３０】
　請求項１から２９のいずれかに記載の液晶表示装置を備える電子機器。
【請求項３１】
　テレビジョン放送を受信する回路をさらに備える、請求項３０に記載の電子機器。
【請求項３２】
　それぞれが、第１電極と、前記第１電極に対向する第２電極と、前記第１電極と前記第
２電極の間に設けられた垂直配向型液晶層とを有する複数の画素を備え、ノーマリブラッ
クモードで表示を行う液晶表示装置であって、黒表示状態から最高の階調に対応した電圧
を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が経過したときの透過率をライズ透過率Ｔｒ
、最高の階調表示状態から黒表示に対応した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当する
時間が経過したときの透過率をディケイ透過率Ｔｄとしたとき、少なくともパネル温度４
０℃において、ライズ透過率Ｔｒが最高階調表示状態の透過率の７５％以上であり、かつ
、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の８％以下である液晶表示装置の駆動
方法であって、
　前の垂直走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、当該中間階調に対応
する予め決められた階調電圧よりも高いオーバーシュート電圧ＯＳＶを印加するＯＳＶ印
加ステップを包含し、
　パネル温度Ｔ（℃）において透過率が１垂直走査期間に相当する時間内に当該中間階調
に対応する所定の透過率に到達するオーバーシュート電圧をジャストオーバーシュート電
圧ＪＯＳＶTとするとき、
　４０℃未満で、且つ、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の４％を超え８
％以下であるパネル温度Ｔ1において、前記ＯＳＶ印加ステップにおいて、前記パネル温
度Ｔ1におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1よりも低いオーバーシュート電
圧ＯＳＶT1を印加する、液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３３】
　４０℃未満で前記パネル温度Ｔ1よりも高いあるパネル温度Ｔ2において、ディケイ透過
率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％を超え４％以下であるとき、前記ＯＳＶ印
加ステップにおいて、当該中間階調が予め定められた階調以下のときには、前記パネル温
度Ｔ2におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT2よりも低いオーバーシュート電
圧ＯＳＶT2を印加し、当該中間階調が予め定められた前記階調よりも高いときには前記ジ
ャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT2を印加する請求項３２に記載の液晶表示装置の駆
動方法。
【請求項３４】
　４０℃未満で前記パネル温度Ｔ2よりも高いあるパネル温度Ｔ3において、ディケイ透過
率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％以下であるとき、前記ＯＳＶ印加ステップ
において、前記パネル温度Ｔ3におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT3を印加
する請求項３３に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３５】
　それぞれが、第１電極と、前記第１電極に対向する第２電極と、前記第１電極と前記第
２電極の間に設けられた垂直配向型液晶層とを有する複数の画素を備え、ノーマリブラッ
クモードで表示を行う液晶表示装置であって、黒表示状態から最高の階調に対応した電圧
を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が経過したときの透過率をライズ透過率Ｔｒ
、最高の階調表示状態から黒表示に対応した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当する
時間が経過したときの透過率をディケイ透過率Ｔｄとしたとき、少なくともパネル温度４
０℃において、ライズ透過率Ｔｒが最高階調表示状態の透過率の７５％以上であり、かつ
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、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の８％以下である液晶表示装置の駆動
方法であって、
　前の垂直走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、当該中間階調に対応
する予め決められた階調電圧よりも高いオーバーシュート電圧ＯＳＶを印加するＯＳＶ印
加ステップを包含し、
　パネル温度Ｔ（℃）において透過率が１垂直走査期間に相当する時間内に当該中間階調
に対応する所定の透過率に到達するオーバーシュート電圧をジャストオーバーシュート電
圧ＪＯＳＶTとするとき、
　４０℃未満で、且つ、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％を超
え４％以下であるパネル温度Ｔ1において、前記ＯＳＶ印加ステップにおいて、当該中間
階調が予め定められた階調以下のときには、前記パネル温度Ｔ1におけるジャストオーバ
ーシュート電圧ＪＯＳＶT1よりも低いオーバーシュート電圧ＯＳＶT1を印加し、当該中間
階調が予め定められた前記階調よりも高いときには前記ジャストオーバーシュート電圧Ｊ
ＯＳＶT1を印加する液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３６】
　４０℃未満で前記パネル温度Ｔ1よりも高いあるパネル温度Ｔ2において、ディケイ透過
率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％以下であるとき、前記ＯＳＶ印加ステップ
において、前記パネル温度Ｔ2におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT2を印加
する請求項３５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置およびその駆動方法ならびに電子機器に関し、特に、動画を表
示する用途に好適に用いられる液晶表示装置およびその駆動方法ならびにそのような液晶
表示装置を備えた電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示装置（以下、「ＬＣＤ」と言う。）が広く利用されるようになっている
。これまでの主流は、誘電異方性が正のネマチック液晶をツイスト配向させたＴＮ型ＬＣ
Ｄだった。このＴＮ型ＬＣＤには、液晶分子の配向に起因する視角依存性が大きいという
問題があった。
【０００３】
　そこで視角依存性を改善するために配向分割垂直配向型ＬＣＤが開発され、その利用が
広まりつつある。例えば特許文献１には、配向分割垂直配向型液晶表示装置の１つである
ＭＶＡ型液晶表示装置が開示されている。このＭＶＡ型液晶表示装置は、一対の電極間に
設けられた垂直配向型液晶層を用いてノーマリーブラック（ＮＢ）モードで表示を行うＬ
ＣＤであり、ドメイン規制手段（例えばスリットまたは突起）を設け、それぞれの画素に
おいて電圧印加時に液晶分子が複数の異なる方向に倒れる（傾斜する）ように構成されて
いる。
【０００４】
　最近では、液晶テレビだけでなく、ＰＣ用モニタや携帯端末機器（携帯電話やＰＤＡな
ど）においても動画情報を表示するニーズが急速に高まっている。ＬＣＤで動画を高品位
で表示するためには、液晶層の応答時間を短く（応答速度を速く）する必要があり、１垂
直走査期間（典型的には１フレーム）内で所定の階調に到達することが要求される。
【０００５】
　ＭＶＡ型ＬＣＤについては、例えば、特許文献１に黒－白間の応答時間を１０ｍｓｅｃ
以下にできることが開示されている。また、画素内に突起間の距離が異なる領域を設ける
ことによって応答速度の異なる領域を設け、開口率を低下させることなく、見掛けの応答
速度を改善できると記載されている（例えば特許文献１の図１０７～図１１０参照）。
【０００６】
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　また、一方、ＬＣＤの応答特性を改善する駆動方法として、表示すべき階調に対応する
電圧（所定の階調電圧）よりも高い電圧（「オーバーシュート電圧」という。）を印加す
る方法（「オーバーシュート駆動」という。）が知られている。オーバーシュート電圧（
以下「ＯＳ電圧」という。）を印加することによって、中間調表示における応答特性を改
善することができる。例えば、特許文献２には、オーバーシュート駆動（以下、「ＯＳ駆
動」という。）されるＭＶＡ型ＬＣＤが開示されている。
【特許文献１】特許第２９４７３５０号公報
【特許文献２】特開２０００－２３１０９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、本願発明者が詳細な検討を行ったところ、上述したＭＶＡ型ＬＣＤなど
の配向分割垂直配向型ＬＣＤにＯＳ駆動を適用すると、新たな問題が発生することがわか
った。この問題を図１１を参照しながら説明する。
【０００８】
　図１１は、ノーマリブラックモードで表示を行うＭＶＡ型ＬＣＤにおいてＯＳ駆動を行
ったときの透過率の時間変化を示す図である。図１１中、実線は目標階調に対応した透過
率を示し、破線および鎖線が実際の透過率の推移を示している。
【０００９】
　一般に、液晶層の応答には、「ライズ」と「ディケイ」の２種類が存在する。「ライズ
」は、液晶層への印加電圧の上昇に伴う表示状態の変化であり、「立ち上がり」とも呼ば
れる。また、「ディケイ」は、液晶層への印加電圧の低下に伴う表示状態の変化であり、
「立ち下がり」とも呼ばれる。ノーマリブラックモードのＬＣＤでは、「ライズ」は透過
率の上昇に対応し、「ディケイ」は透過率の低下に対応する。
【００１０】
　図１１では、ディケイ、ライズの順に応答が起こる場合を示している。このとき、図中
に鎖線で示されるように、１垂直走査期間内で目標階調に対応した透過率に到達すること
が好ましいが、実際のＬＣＤでは、破線で示されるように、ディケイ応答の際に１垂直走
査期間内で透過率が目標階調に対応した透過率まで低下しないことがあり、その状態から
ライズ応答のためのＯＳ電圧が印加されるために、透過率が目標階調に対応した透過率よ
りも高くなり、白光りが発生してしまう。
【００１１】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、高品位の動画表示が可
能な配向分割垂直配向型液晶表示装置およびその駆動方法ならびにそのような液晶表示装
置を備えた電子機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明による液晶表示装置は、それぞれが、第１電極と、前記第１電極に対向する第２
電極と、前記第１電極と前記第２電極の間に設けられた垂直配向型液晶層とを有する複数
の画素を備えた液晶パネルと、前記液晶パネルに駆動電圧を供給する駆動回路とを有し、
ノーマリブラックモードで表示を行う液晶表示装置であって、前記駆動回路は、前の垂直
走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、当該中間階調に対応する予め決
められた階調電圧よりも高いオーバーシュート電圧ＯＳＶを前記液晶パネルに供給するこ
とができ、黒表示状態から最高階調に対応した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当す
る時間が経過したときの透過率をライズ透過率Ｔｒ、最高階調表示状態から黒表示に対応
した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が経過したときの透過率をディケイ
透過率Ｔｄとしたとき、少なくともパネル温度４０℃において、ライズ透過率Ｔｒが最高
階調表示状態の透過率の７５％以上であり、かつ、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状
態の透過率の８％以下であり、パネル温度Ｔ（℃）において透過率が１垂直走査期間に相
当する時間内に当該中間階調に対応する所定の透過率に到達するオーバーシュート電圧を
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ジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶTとするとき、４０℃未満のあるパネル温度Ｔ1に
おいて、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の４％を超え８％以下であり、
前記駆動回路は、前の垂直走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、前記
パネル温度Ｔ1におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1よりも低いオーバーシ
ュート電圧ＯＳＶT1を供給し、そのことによって上記目的が達成される。
【００１３】
　ある好適な実施形態において、前記パネル温度Ｔ1において前記駆動回路が供給する前
記オーバーシュート電圧ＯＳＶT1は、前記パネル温度Ｔ1よりも高いあるパネル温度Ｔ2に
おけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT2と一致する。
【００１４】
　ある好適な実施形態において、前記パネル温度Ｔ2は、前記パネル温度Ｔ1と、Ｔ1＋３
≦Ｔ2＜Ｔ1＋１０の関係を満足する。
【００１５】
　ある好適な実施形態において、前記パネル温度Ｔ2は、前記パネル温度Ｔ1と、Ｔ1＋５
＝Ｔ2の関係を実質的に満足する。
【００１６】
　前記パネル温度Ｔ1において前記駆動回路が供給する前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT

1は、透過率が前の垂直走査期間の表示階調に対応する所定の透過率に到達していないと
きに前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT1が供給されても、１垂直走査期間に相当する時間
経過後の透過率が当該中間階調に対応した透過率の７０％～１００％となるように設定さ
れていることが好ましい。
【００１７】
　ある好適な実施形態において、１垂直走査期間が約１６．７ｍｓｅｃであり、前記液晶
層を構成する液晶材料のフロー粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）
、最高階調表示状態と黒表示状態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とする
とき、ｄ2・γ／ΔＶが４０×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え５０×１０-6（ｍｍ4

／（Ｖ・ｓ））以下に設定されている。
【００１８】
　ある好適な実施形態において、１垂直走査期間が約８．３ｍｓｅｃであり、前記液晶層
を構成する液晶材料のフロー粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、
最高階調表示状態と黒表示状態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とすると
き、ｄ2・γ／ΔＶが１８×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え２３×１０-6（ｍｍ4／
（Ｖ・ｓ））以下に設定されている。
【００１９】
　ある好適な実施形態において、４０℃未満で前記パネル温度Ｔ1よりも高いあるパネル
温度Ｔ3において、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％を超え４
％以下であり、前記駆動回路は、前の垂直走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示
する際に、当該中間階調が予め定められた階調以下のときには、前記パネル温度Ｔ3にお
けるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT3よりも低いオーバーシュート電圧ＯＳＶT3

を供給し、当該中間階調が予め定められた前記階調よりも高いときには前記ジャストオー
バーシュート電圧ＪＯＳＶT3を供給する。
【００２０】
　ある好適な実施形態において、予め定められた前記階調は、６４／２５５階調以下の階
調である。
【００２１】
　ある好適な実施形態において、前記パネル温度Ｔ3において前記駆動回路が供給する前
記オーバーシュート電圧ＯＳＶT3は、前記パネル温度Ｔ3よりも高いあるパネル温度Ｔ4に
おけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT4と一致する。
【００２２】
　ある好適な実施形態において、前記パネル温度Ｔ4は、前記パネル温度Ｔ3と、Ｔ3＋３



(9) JP 4376101 B2 2009.12.2

10

20

30

40

50

≦Ｔ4＜Ｔ3＋１０の関係を満足する。
【００２３】
　ある好適な実施形態において、前記パネル温度Ｔ4は、前記パネル温度Ｔ3と、Ｔ3＋５
＝Ｔ4の関係を実質的に満足する。
【００２４】
　前記パネル温度Ｔ3において前記駆動回路が供給する前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT

3は、透過率が前の垂直走査期間の表示階調に対応する所定の透過率に到達していないと
きに前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT3が供給されても、１垂直走査期間に相当する時間
経過後の透過率が当該中間階調に対応した透過率の７０％～１００％となるように設定さ
れていることが好ましい。
【００２５】
　ある好適な実施形態において、１垂直走査期間が約１６．７ｍｓｅｃであり、前記液晶
層を構成する液晶材料のフロー粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）
、最高階調表示状態と黒表示状態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とする
とき、ｄ2・γ／ΔＶが２０×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え４０×１０-6（ｍｍ4

／（Ｖ・ｓ））以下に設定されている。
【００２６】
　ある好適な実施形態において、１垂直走査期間が約８．３ｍｓｅｃであり、前記液晶層
を構成する液晶材料のフロー粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、
最高階調表示状態と黒表示状態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とすると
き、ｄ2・γ／ΔＶが７×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え１８×１０-6（ｍｍ4／（
Ｖ・ｓ））以下に設定されている。
【００２７】
　ある好適な実施形態において、４０℃未満で前記パネル温度Ｔ3よりも高いあるパネル
温度Ｔ5において、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％以下であ
り、前記駆動回路は、前の垂直走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、
前記パネル温度Ｔ5におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT5を供給する。
【００２８】
　ある好適な実施形態において、１垂直走査期間が約１６．７ｍｓｅｃであり、前記液晶
層を構成する液晶材料のフロー粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）
、最高階調表示状態と黒表示状態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とする
とき、ｄ2・γ／ΔＶが２０×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定されている。
【００２９】
　ある好適な実施形態において、１垂直走査期間が約８．３ｍｓｅｃであり、前記液晶層
を構成する液晶材料のフロー粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、
最高階調表示状態と黒表示状態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とすると
き、ｄ2・γ／ΔＶが７×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定されている。
【００３０】
　あるいは、本発明による液晶表示装置は、それぞれが、第１電極と、前記第１電極に対
向する第２電極と、前記第１電極と前記第２電極の間に設けられた垂直配向型液晶層とを
有する複数の画素を備えた液晶パネルと、前記液晶パネルに駆動電圧を供給する駆動回路
とを有し、ノーマリブラックモードで表示を行う液晶表示装置であって、前記駆動回路は
、前の垂直走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、当該中間階調に対応
する予め決められた階調電圧よりも高いオーバーシュート電圧ＯＳＶを前記液晶パネルに
供給することができ、黒表示状態から最高階調に対応した電圧を印加した後１垂直走査期
間に相当する時間が経過したときの透過率をライズ透過率Ｔｒ、最高階調表示状態から黒
表示に対応した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が経過したときの透過率
をディケイ透過率Ｔｄとしたとき、少なくともパネル温度４０℃において、ライズ透過率
Ｔｒが最高階調表示状態の透過率の７５％以上であり、かつ、ディケイ透過率Ｔｄが最高
階調表示状態の透過率の８％以下であり、パネル温度Ｔ（℃）において透過率が１垂直走
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査期間に相当する時間内に当該中間階調に対応する所定の透過率に到達するオーバーシュ
ート電圧をジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶTとするとき、４０℃未満のあるパネ
ル温度Ｔ1において、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％を超え
４％以下であり、前記駆動回路は、前の垂直走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表
示する際に、当該中間階調が予め定められた階調以下のときには、前記パネル温度Ｔ1に
おけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1よりも低いオーバーシュート電圧ＯＳＶ

T1を供給し、当該中間階調が予め定められた前記階調よりも高いときには前記ジャストオ
ーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1を供給し、そのことによって上記目的が達成される。
【００３１】
　ある好適な実施形態において、予め定められた前記階調は、６４／２５５階調以下の階
調である。
【００３２】
　前記パネル温度Ｔ1において前記駆動回路が供給する前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT

1は、透過率が前の垂直走査期間の表示階調に対応する所定の透過率に到達していないと
きに前記オーバーシュート電圧ＯＳＶT1が供給されても、１垂直走査期間に相当する時間
経過後の透過率が当該中間階調に対応した透過率の７０％～１００％となるように設定さ
れていることが好ましい。
【００３３】
　ある好適な実施形態において、前記パネル温度Ｔ1において前記駆動回路が供給する前
記オーバーシュート電圧ＯＳＶT1は、前記パネル温度Ｔ1よりも高いあるパネル温度Ｔ2に
おけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT2と一致する。
【００３４】
　ある好適な実施形態において、前記パネル温度Ｔ2は、前記パネル温度Ｔ1と、Ｔ1＋３
≦Ｔ2＜Ｔ1＋１０の関係を満足する。
【００３５】
　ある好適な実施形態において、前記パネル温度Ｔ2は、前記パネル温度Ｔ1と、Ｔ1＋５
＝Ｔ2の関係を実質的に満足する。
【００３６】
　ある好適な実施形態において、１垂直走査期間が約１６．７ｍｓｅｃであり、前記液晶
層を構成する液晶材料のフロー粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）
、最高階調表示状態と黒表示状態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とする
とき、ｄ2・γ／ΔＶが２０×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え４０×１０-6（ｍｍ4

／（Ｖ・ｓ））以下に設定されている。
【００３７】
　ある好適な実施形態において、１垂直走査期間が約８．３ｍｓｅｃであり、前記液晶層
を構成する液晶材料のフロー粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、
最高階調表示状態と黒表示状態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とすると
き、ｄ2・γ／ΔＶが７×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え１８×１０-6（ｍｍ4／（
Ｖ・ｓ））以下に設定されている。
【００３８】
　ある好適な実施形態において、４０℃未満で前記パネル温度Ｔ1よりも高いあるパネル
温度Ｔ3において、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％以下であ
り、前記駆動回路は、前の垂直走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、
前記パネル温度Ｔ3におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT3を供給する。
【００３９】
　ある好適な実施形態において、１垂直走査期間が約１６．７ｍｓｅｃであり、前記液晶
層を構成する液晶材料のフロー粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）
、最高階調表示状態と黒表示状態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とする
とき、ｄ2・γ／ΔＶが２０×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定されている。
【００４０】
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　ある好適な実施形態において、１垂直走査期間が約８．３ｍｓｅｃであり、前記液晶層
を構成する液晶材料のフロー粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、
最高階調表示状態と黒表示状態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とすると
き、ｄ2・γ／ΔＶが７×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定されている。
【００４１】
　あるいは、本発明による液晶表示装置は、それぞれが、第１電極と、前記第１電極に対
向する第２電極と、前記第１電極と前記第２電極の間に設けられた垂直配向型液晶層とを
有する複数の画素を備えた液晶パネルと、前記液晶パネルに駆動電圧を供給する駆動回路
とを有し、ノーマリブラックモードで表示を行う液晶表示装置であって、前記駆動回路は
、前の垂直走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、当該中間階調に対応
する予め決められた階調電圧よりも高いオーバーシュート電圧ＯＳＶを前記液晶パネルに
供給することができ、黒表示状態から最高階調に対応した電圧を印加した後１垂直走査期
間に相当する時間が経過したときの透過率をライズ透過率Ｔｒ、最高階調表示状態から黒
表示に対応した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が経過したときの透過率
をディケイ透過率Ｔｄとしたとき、少なくともパネル温度４０℃において、ライズ透過率
Ｔｒが最高階調表示状態の透過率の７５％以上であり、かつ、ディケイ透過率Ｔｄが最高
階調表示状態の透過率の８％以下であり、パネル温度Ｔ（℃）において透過率が１垂直走
査期間に相当する時間内に当該中間階調に対応する所定の透過率に到達するオーバーシュ
ート電圧をジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶTとするとき、４０℃未満のあるパネ
ル温度Ｔ1において、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％以下で
あり、前記駆動回路は、前の垂直走査期間の表示階調よりも高い中間階調を表示する際に
、前記パネル温度Ｔ1におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1を供給し、その
ことによって上記目的が達成される。
【００４２】
　ある好適な実施形態において、１垂直走査期間が約１６．７ｍｓｅｃであり、前記液晶
層を構成する液晶材料のフロー粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）
、最高階調表示状態と黒表示状態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とする
とき、ｄ2・γ／ΔＶが２０×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定されている。
【００４３】
　ある好適な実施形態において、１垂直走査期間が約８．３ｍｓｅｃであり、前記液晶層
を構成する液晶材料のフロー粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（μｍ）、
最高階調表示状態と黒表示状態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）とすると
き、ｄ2・γ／ΔＶが７×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下に設定されている。
【００４４】
　本発明による電子機器は、上記構成を有する液晶表示装置を備えており、そのことによ
って上記目的が達成される。
【００４５】
　ある好適な実施形態において、本発明による電子機器は、テレビジョン放送を受信する
回路をさらに備える。
【００４６】
　本発明による液晶表示装置の駆動方法は、それぞれが、第１電極と、前記第１電極に対
向する第２電極と、前記第１電極と前記第２電極の間に設けられた垂直配向型液晶層とを
有する複数の画素を備え、ノーマリブラックモードで表示を行う液晶表示装置であって、
黒表示状態から最高の階調に対応した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が
経過したときの透過率をライズ透過率Ｔｒ、最高の階調表示状態から黒表示に対応した電
圧を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が経過したときの透過率をディケイ透過率
Ｔｄとしたとき、少なくともパネル温度４０℃において、ライズ透過率Ｔｒが最高階調表
示状態の透過率の７５％以上であり、かつ、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透
過率の８％以下である液晶表示装置の駆動方法であって、前の垂直走査期間の表示階調よ
りも高い中間階調を表示する際に、当該中間階調に対応する予め決められた階調電圧より
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も高いオーバーシュート電圧ＯＳＶを印加するＯＳＶ印加ステップを包含し、パネル温度
Ｔ（℃）において透過率が１垂直走査期間に相当する時間内に当該中間階調に対応する所
定の透過率に到達するオーバーシュート電圧をジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT

とするとき、４０℃未満のあるパネル温度Ｔ1において、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調
表示状態の透過率の４％を超え８％以下であるとき、前記ＯＳＶ印加ステップにおいて、
前記パネル温度Ｔ1におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1よりも低いオーバ
ーシュート電圧ＯＳＶT1を印加し、そのことによって上記目的が達成される。
【００４７】
　ある好適な実施形態において、４０℃未満で前記パネル温度Ｔ1よりも高いあるパネル
温度Ｔ2において、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％を超え４
％以下であるとき、前記ＯＳＶ印加ステップにおいて、当該中間階調が予め定められた階
調以下のときには、前記パネル温度Ｔ2におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT

2よりも低いオーバーシュート電圧ＯＳＶT2を印加し、当該中間階調が予め定められた前
記階調よりも高いときには前記ジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT2を印加する。
【００４８】
　ある好適な実施形態において、４０℃未満で前記パネル温度Ｔ2よりも高いあるパネル
温度Ｔ3において、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％以下であ
るとき、前記ＯＳＶ印加ステップにおいて、前記パネル温度Ｔ3におけるジャストオーバ
ーシュート電圧ＪＯＳＶT3を印加する。
【００４９】
　あるいは、本発明による液晶表示装置の駆動方法は、それぞれが、第１電極と、前記第
１電極に対向する第２電極と、前記第１電極と前記第２電極の間に設けられた垂直配向型
液晶層とを有する複数の画素を備え、ノーマリブラックモードで表示を行う液晶表示装置
であって、黒表示状態から最高の階調に対応した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当
する時間が経過したときの透過率をライズ透過率Ｔｒ、最高の階調表示状態から黒表示に
対応した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が経過したときの透過率をディ
ケイ透過率Ｔｄとしたとき、少なくともパネル温度４０℃において、ライズ透過率Ｔｒが
最高階調表示状態の透過率の７５％以上であり、かつ、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表
示状態の透過率の８％以下である液晶表示装置の駆動方法であって、前の垂直走査期間の
表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、当該中間階調に対応する予め決められた階
調電圧よりも高いオーバーシュート電圧ＯＳＶを印加するＯＳＶ印加ステップを包含し、
パネル温度Ｔ（℃）において透過率が１垂直走査期間に相当する時間内に当該中間階調に
対応する所定の透過率に到達するオーバーシュート電圧をジャストオーバーシュート電圧
ＪＯＳＶTとするとき、４０℃未満のあるパネル温度Ｔ1において、ディケイ透過率Ｔｄが
最高階調表示状態の透過率の０．５％を超え４％以下であるとき、前記ＯＳＶ印加ステッ
プにおいて、当該中間階調が予め定められた階調以下のときには、前記パネル温度Ｔ1に
おけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1よりも低いオーバーシュート電圧ＯＳＶ

T1を印加し、当該中間階調が予め定められた前記階調よりも高いときには前記ジャストオ
ーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1を印加し、そのことによって上記目的が達成される。
【００５０】
　ある好適な実施形態において、４０℃未満で前記パネル温度Ｔ1よりも高いあるパネル
温度Ｔ2において、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表示状態の透過率の０．５％以下であ
るとき、前記ＯＳＶ印加ステップにおいて、前記パネル温度Ｔ2におけるジャストオーバ
ーシュート電圧ＪＯＳＶT2を印加する。
【００５１】
　あるいは、本発明による液晶表示装置の駆動方法は、それぞれが、第１電極と、前記第
１電極に対向する第２電極と、前記第１電極と前記第２電極の間に設けられた垂直配向型
液晶層とを有する複数の画素を備え、ノーマリブラックモードで表示を行う液晶表示装置
であって、黒表示状態から最高の階調に対応した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当
する時間が経過したときの透過率をライズ透過率Ｔｒ、最高の階調表示状態から黒表示に
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対応した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が経過したときの透過率をディ
ケイ透過率Ｔｄとしたとき、少なくともパネル温度４０℃において、ライズ透過率Ｔｒが
最高階調表示状態の透過率の７５％以上であり、かつ、ディケイ透過率Ｔｄが最高階調表
示状態の透過率の８％以下である液晶表示装置の駆動方法であって、前の垂直走査期間の
表示階調よりも高い中間階調を表示する際に、当該中間階調に対応する予め決められた階
調電圧よりも高いオーバーシュート電圧ＯＳＶを印加するＯＳＶ印加ステップを包含し、
パネル温度Ｔ（℃）において透過率が１垂直走査期間に相当する時間内に当該中間階調に
対応する所定の透過率に到達するオーバーシュート電圧をジャストオーバーシュート電圧
ＪＯＳＶTとするとき、４０℃未満のあるパネル温度Ｔ1において、ディケイ透過率Ｔｄが
最高階調表示状態の透過率の０．５％以下であるとき、前記ＯＳＶ印加ステップにおいて
、前記パネル温度Ｔ1におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1を印加し、その
ことによって上記目的が達成される。
【発明の効果】
【００５２】
　本発明によると、配向分割垂直配向型液晶表示装置にオーバーシュート駆動を適用した
場合の白光りの発生を抑制しつつ、応答速度を十分に向上することが可能になる。そのた
め、本発明によると、高品位の動画表示が可能な配向分割垂直配向型液晶表示装置および
その駆動方法が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５３】
　以下、図面を参照しながら本発明による実施形態のＬＣＤおよびその駆動方法を説明す
る。
【００５４】
　本発明による配向分割垂直配向型ＬＣＤは、垂直配向型液晶層を備えた液晶パネルと、
この液晶パネルに駆動電圧を供給する駆動回路とを有し、ノーマリブラックモードで表示
を行う。
【００５５】
　まず、液晶パネルの基本的な構成を図１（ａ）から（ｃ）を参照しながら説明する。
【００５６】
　本実施形態における液晶パネルは、第１電極１１と、第１電極１１に対向する第２電極
１２と、第１電極１１と第２電極１２の間に設けられた垂直配向型液晶層１３とを有する
複数の画素を備える。垂直配向型液晶層１３は、電圧無印加時に、誘電異方性が負の液晶
分子を第１電極１１および第２電極１２の面に略垂直（例えば８７°以上９０°以下）に
配向させたものである。典型的には、第１電極１１および第２電極１２のそれぞれの液晶
層１３側の表面に垂直配向膜（不図示）を設けることによって得られる。なお、配向規制
手段としてリブ（突起）などを設けた場合、液晶分子はリブなどの液晶層側の表面に対し
て略垂直に配向することになる。
【００５７】
　液晶層１３の第１電極１１側には第１配向規制手段（２１、３１、４１）が設けられて
おり、液晶層１１の第２電極１２側には第２配向規制手段（２２、３２、４２）が設けら
れている。第１配向規制手段と第２配向規制手段との間に規定される液晶領域においては
、液晶分子１３ａは、第１配向規制手段および第２配向規制手段からの配向規制力を受け
、第１電極１１と第２電極１２との間に電圧が印加されると、図中に矢印で示した方向に
倒れる（傾斜する）。すなわち、それぞれの液晶領域において液晶分子は一様な方向に倒
れるので、それぞれの液晶領域はドメインとみなすことができる。本明細書における、配
向規制手段は上記特許文献１および２に記載されているドメイン規制手段に対応する。
【００５８】
　第１配向規制手段および第２配向規制手段（これらを総称して「配向規制手段」と呼ぶ
ことがある。）は各画素内で、それぞれ帯状に設けられており、図１（ａ）から（ｃ）は
帯状の配向規制手段の延設方向に直交する方向における断面図である。各配向規制手段の
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それぞれの両側に液晶分子１３ａが倒れる方向が互いに１８０°異なる液晶領域（ドメイ
ン）が形成される。
【００５９】
　図１（ａ）に示す液晶パネル１０Ａは、第１配向規制手段としてリブ２１を有し、第２
配向規制手段として第２電極１２に設けられたスリット（開口部）２２を有している。リ
ブ２１およびスリット２２はそれぞれ帯状（短冊状）に延設されている。リブ２１はその
側面２１ａに略垂直に液晶分子１３ａを配向させることにより、液晶分子１３ａをリブ２
１の延設方向に直交する方向に配向させるように作用する。スリット２２は、第１電極１
１と第２電極１２との間に電位差が形成されたときに、スリット２２の端辺近傍の液晶層
１３に斜め電界を生成し、スリット２２の延設方向に直交する方向に液晶分子１３ａを配
向させるように作用する。リブ２１とスリット２２とは、一定の間隔をあけて互いに平行
に配置されており、互いに隣接するリブ２１とスリット２２との間に液晶領域（ドメイン
）が形成される。
【００６０】
　図１（ｂ）に示す液晶パネル１０Ｂは、第１配向規制手段および第２配向規制手段とし
てそれぞれリブ３１とリブ３２とを有している点において、図１（ａ）の液晶パネル１０
Ａと異なる。リブ２１とリブ３２とは、一定の間隔をあけて互いに平行に配置されており
、リブ３１の側面３１ａおよびリブ３２の側面３２ａに液晶分子１３ａを略垂直に配向さ
せるように作用することによって、これらの間に液晶領域（ドメイン）が形成される。
【００６１】
　図１（ｃ）に示す液晶パネル１０Ｃは、第１配向規制手段および第２配向規制手段とし
てそれぞれスリット４１とスリット４２とを有している点において、図１（ａ）のＬＣＤ
１０Ａと異なる。スリット４１とスリット４２とは、第１電極１１と第２電極１２との間
に電位差が形成されたときに、スリット４１および４２の端辺近傍の液晶層１３に斜め電
界を生成し、スリット４１および４２の延設方向に直交する方向に液晶分子１３ａを配向
させるように作用する。スリット４１とスリット４２とは、一定の間隔をあけて互いに平
行に配置されており、これらの間に液晶領域（ドメイン）が形成される。
【００６２】
　上述したように、第１配向規制手段と第２配向規制手段として、リブまたはスリットを
任意の組み合わせで用いることができる。第１電極１１と第２電極１２は液晶層１３を介
して互いに対向する電極であればよく、典型的には一方が対向電極であり、他方が画素電
極である。以下では、第１電極１１が対向電極であり、第２電極１２が画素電極である場
合について、第１配向規制手段としてリブ１１を有し、第２配向規制手段として画素電極
に設けられたスリット２２を有する液晶パネル（図１（ａ）の液晶パネル１０Ａに対応）
を例に本発明の実施形態を説明する。図１（ａ）に示した液晶パネル１０Ａの構成を採用
すると、製造工程の増加を最小にできるという利点が得られる。画素電極にスリットを設
けても付加的な工程は必要なく、一方、対向電極については、リブを設ける方がスリット
を設けるよりも工程数の増加が少ない。もちろん、本発明は、配向規制手段としてリブだ
けを用いる構成、あるいはスリットだけを用いる構成にも適用できる。
【００６３】
　図２および図３を参照しながら、本実施形態における液晶パネル１０の構造をより具体
的に説明する。図２は液晶パネル１０の断面構造を模式的に示す部分断面図であり、図３
は液晶パネル１０の画素部１０ａの平面図である。液晶パネル１０は図１（ａ）の液晶パ
ネル１０Ａと同様の基本構成を有するので、共通する構成要素は共通の参照符号で示す。
【００６４】
　液晶パネル１０は、第１基板（例えばガラス基板）１０ａと第２基板（例えばガラス基
板）１０ｂとの間に垂直配向型液晶層１３を有している。第１基板１０ａの液晶層１３側
の表面には対向電極１１が形成されており、その上にさらにリブ２１が形成されている。
リブ２１上を含む対向電極１１の液晶層１３側表面のほぼ全面に垂直配向膜（不図示）が
設けられている。リブ２１は図３に示すように、帯状に延設されており、隣接するリブ２
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１は互いに平行に配設されており、その間隔（ピッチ）Ｐは一定であり、リブ２１の幅（
延設方向に直交する方向の幅）Ｗ１も一定である。
【００６５】
　第２基板（例えばガラス基板）１０ｂの液晶層１３側の表面には、ゲートバスライン（
走査線）およびソースバスライン（信号線）５１とＴＦＴ（不図示）が設けられており、
これらを覆う層間絶縁膜５２が形成されている。この層間絶縁膜５２上に画素電極１２が
形成されている。ここでは、厚さが１．５μｍ以上３．５μｍ以下の透明樹脂膜を用いて
平坦な表面を有する層間絶縁膜５２を設けており、このことによって、画素電極１２をゲ
ートバスラインおよび／またはソースバスラインと部分的に重ねて配置することが可能と
なり、開口率を向上できるという利点が得られる。
【００６６】
　画素電極１２には帯状のスリット２２が形成されており、スリット２２を含む画素電極
１２上のほぼ全面に垂直配向膜（不図示）が形成されている。スリット２２は、図３に示
すように、帯状に延設されており、隣接するスリット２２は互いに平行に配設されており
、且つ、隣接するリブ２１の間隔を略二等分するように配置されている。スリット２２の
幅（延設方向に直交する方向の幅）Ｗ２は一定である。上述のスリットやリブの形状およ
びこれらの配置は、製造プロセスのばらつきや、基板を貼り合わせる際の位置合わせ誤差
などの影響で、設計値からずれることがあり、上記の説明はこれらを排除するものではな
い。
【００６７】
　互いに平行に延設された帯状のリブ２１とスリット２２との間に幅Ｗ３を有する帯状の
液晶領域１３Ａが規定される。それぞれの液晶領域１３Ａは、その両側のリブ２１および
スリット２２によって配向方向が規制されており、リブ２１およびスリット２２のそれぞ
れの両側に液晶分子１３ａが倒れる方向が互いに１８０°異なる液晶領域（ドメイン）が
形成されている。液晶パネル１０では、図３に示すように、リブ２１およびスリット２２
は互いに９０°異なる２つの方向に沿って延設されており、画素部１０ａは液晶分子１３
ａの配向方向が９０°異なる４種類の液晶領域１３Ａを有している。リブ２１およびスリ
ット２２の配置はこの例に限られないが、このように配置することによって、良好な視野
角特性を得ることができる。
【００６８】
　また、第１基板１０ａおよび第２基板１０ｂの両側に配置される一対の偏光板（不図示
）は、透過軸が互いに略直交（クロスニコル状態）するように配置される。９０°ずつ配
向方向が異なる４種類の液晶領域１３Ａの全てに対して、それぞれの配向方向と偏光板の
透過軸とが４５°を成すように配置すれば、液晶領域１３Ａによるリタデーションの変化
を最も効率的に利用することができる。すなわち、偏光板の透過軸がリブ２１およびスリ
ット２２の延設方向と略４５°を成すように配置することが好ましい。また、テレビのよ
うに、観察方向を表示面に対して水平に移動することが多い表示装置においては、一対の
偏光板の一方の透過軸を表示面に対して水平方向に配置することが、表示品位の視野角依
存性を抑制するために好ましい。
【００６９】
　次に、図４を参照しながら、本発明によるＬＣＤが備える駆動回路６０を説明する。
【００７０】
　駆動回路６０は、外部から入力画像信号Ｓを受け取り、それに応じた駆動電圧を液晶パ
ネル１０に供給する。この駆動回路６０は、オーバーシュート駆動（オーバードライブ駆
動とも呼ばれる）を行うことができる。つまり、駆動回路６０は、前の垂直走査期間の表
示階調よりも高い中間階調を表示する際に、当該中間階調に対応する予め決められた階調
電圧よりも高い電圧（「オーバーシュート電圧（ＯＳ電圧）」と称する）を液晶パネル１
０に供給することができる。以下、駆動回路６０の構成をより具体的に説明する。
【００７１】
　駆動回路６０は、信号変換部６１、制御回路６２、ゲートドライバ６３およびソースド
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ライバ６４を有している。
【００７２】
　信号変換部６１は、外部から入力画像信号Ｓを受け取り、オーバーシュート駆動を行う
ための信号Ｓ’に変換する。制御回路６２は、信号変換部６１から出力された信号Ｓ’に
基づいて、ゲートドライバ６３およびソースドライバ６４に制御信号を送る。ゲートドラ
イバ６３は、液晶パネル１０のゲート配線に接続されており、制御回路６２から受け取っ
た制御信号に応じてＴＦＴのゲート電極にゲート電圧を供給する。また、ソースドライバ
６４は、液晶パネル１０のソース配線に接続されており、制御回路６２から受け取った制
御信号に応じてＴＦＴのソース電極にソース電圧を供給する。
【００７３】
　本実施形態における信号変換部６１は、フレームメモリ６５、ルックアップテーブル（
ＬＵＴ）メモリ６６および演算回路６７を有している。フレームメモリ６５は、入力画像
信号Ｓのうち、少なくとも１垂直走査期間に対応した画像を保持する。つまり、１フレー
ムが複数のフィールドに分割されるインターレース駆動では、少なくとも１枚のフィール
ド画像を保持し、１フレームが複数のフィールドに分割されないノンインターレース駆動
では、少なくとも１枚のフレーム画像を保持する。
【００７４】
　ＬＵＴメモリ６６には、パネル温度に応じて用意された少なくとも１つのルックアップ
テーブルが格納されている。ルックアップテーブルは、例えば図５に示すように、９行×
９列の２次元マトリクス構造を有しており、現垂直走査期間の入力画像信号Ｓに対応した
階調と、前垂直走査期間の入力画像信号Ｓに対応した階調との組み合わせから１つのＯＳ
階調（０～２５５）が決定される。なお、「ＯＳ階調」とは、ＯＳ電圧の大きさ（レベル
）を階調で表現したものである。例えば「ＯＳ階調が１２８である」とは、ＯＳ電圧とし
て、１２８階調の階調電圧と同じ大きさ（レベル）の電圧を印加することを意味している
。また、本願明細書では、現階調と前階調との組み合わせに応じて決定されるＯＳ階調の
セットを「ＯＳパラメータ」と呼ぶ。
【００７５】
　演算回路６７は、現垂直走査期間の入力画像信号Ｓとフレームメモリに保持された前垂
直走査期間の入力画像信号Ｓとを比較して、ＬＵＴメモリ６６に格納されているＬＵＴの
うち、温度センサ７０で検出されたパネル温度に最も近い温度用のＬＵＴを参照してＯＳ
駆動用の信号Ｓ’を生成する。なお、図５に例示したルックアップテーブルは、全ての階
調の組み合わせを記述せず、３２階調ごとの組み合わせのみを記述している。つまり、Ｏ
Ｓパラメータの一部のみが記述されている。演算回路６７は、ルックアップテーブルに記
述されていない組み合わせに対応したＯＳ階調については、記述されている組み合わせか
ら補間演算することによって生成する。このように、ＬＵＴに記述する組み合わせを制限
すると、ＬＵＴメモリ６６に必要とされる容量を少なくすることができる。勿論、全ての
階調の組み合わせを記述する２５６行×２５６列のマトリクス構造を有するＬＵＴを用意
してもよい。
【００７６】
　本発明によるＬＣＤは、液晶パネル１０が上述したように配向分割された構成を有して
いるので、視野角特性に優れた表示を行うことができる。また、ＯＳ駆動を行うことがで
きる駆動回路６０を備えているので、応答特性に優れている。本発明によるＬＣＤは、さ
らに、液晶層の応答特性に応じてＯＳパラメータが所定の値に設定されており、そのこと
によって、図１１に示した白光りの発生が抑制される。以下、本発明によるＬＣＤにおい
てＯＳパラメータがどのように設定されているか説明する。
【００７７】
　まず、本発明によるＬＣＤは、黒表示状態から最高階調に対応した電圧を印加した後１
垂直走査期間に相当する時間が経過したときの透過率をライズ透過率Ｔｒとし、最高階調
表示状態から黒表示に対応した電圧を印加した後１垂直走査期間に相当する時間が経過し
たときの透過率をディケイ透過率Ｔｄとしたとき、少なくともパネル温度４０℃において
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、最高階調表示状態の透過率に対するライズ透過率Ｔｒの比率（「ライズ到達率」と称す
る）が７５％以上であり、かつ、最高階調表示状態の透過率に対するディケイ透過率Ｔｄ
の比率（「ディケイ到達率」と称する）が８％以下であるように設定されている。
【００７８】
　まず、ライズ到達率を７５％以上に設定する理由を説明する。
【００７９】
　ＯＳ駆動を行う場合、良好な表示を行うためには、ＯＳパラメータが連続性を保ってい
ることが好ましい。つまり、ある階調からの階調遷移（ＬＵＴにおけるある一行に対応）
を考えたとき、目標階調の変化に対してＯＳ階調が連続的に変化していることが好ましい
。
【００８０】
　ここで、最高階調表示状態の透過率の７５％に相当する透過率は、γ2.2で０階調（黒
）～２５５階調（白）の階調表示を行ったときの２２４階調に対応している。そのため、
ライズ到達率が７５％未満であると、０階調から２２４階調へと遷移させる場合には、Ｏ
Ｓ電圧として最高階調電圧（ＯＳ階調２５５）を印加しても、１垂直走査期間内で２２４
階調に対応した透過率に到達できない。従って、２２４階調未満のある階調から２５５階
調までの目標階調についてＯＳ階調をすべて２５５と設定する必要があり、その階調から
２５５階調までＯＳパラメータの連続性が損なわれることになる。これに対し、ライズ到
達率が７５％以上であると、少なくとも０階調から２２４階調までＯＳパラメータの連続
性が保たれるため、問題なく表示を行うことができる。
【００８１】
　図６に、ライズ到達率が４４．６％、７８．５％、８８．６％、９１．６％の場合につ
いて、０階調から所定の目標階調に遷移させるときの目標階調とＯＳ階調との関係を示す
。なお、図６では、あるセルパラメータのＬＣＤを試作し、そのパネル温度を変化させる
ことによってライズ到達率を変化させている。図６に示すように、ライズ到達率７８．５
％、８８．６％、９１．６％の場合には、ＯＳ階調が連続的に変化しているのに対して、
ライズ到達率４４．６％の場合には、１９２階調以上の階調でＯＳ階調が飽和しており、
ＯＳパラメータの連続性が損なわれている。
【００８２】
　次にディケイ到達率を８％以下とする理由を説明する。
【００８３】
　本願発明者は、ディケイ到達率が８％を超えると、ＯＳパラメータをどのように設定し
ても、白光りを抑制しつつ十分に応答速度を向上することができないことを実験的に見出
した。
【００８４】
　本願発明者は、まず、ライズ到達率７５％以上のＬＣＤについて、ディケイ到達率を変
化させ、種々のＯＳパラメータを用いたときの表示品位を主観評価した。
【００８５】
　ここで、ＯＳパラメータを定性的に表現するために、基準となるＯＳパラメータを規定
する。具体的には、透過率が前の垂直走査期間の目標階調に対応した透過率に到達してい
る状態でＯＳ電圧を印加したときに、透過率が１垂直走査期間に相当する時間内に現垂直
走査期間の目標階調に対応する透過率に到達するようなＯＳ電圧を、「ジャストオーバー
シュート電圧」と規定し、ジャストオーバーシュート電圧に対応したＯＳパラメータを「
ジャストパラメータ」と規定する。以降では、パネル温度Ｔ（℃）におけるジャストオー
バーシュート電圧をＪＯＳＶTと標記する。また、ジャストオーバーシュート電圧よりも
低いオーバーシュート電圧を含むＯＳパラメータをジャストパラメータよりも「弱い」Ｏ
Ｓパラメータ（あるいは「弱めの」ＯＳパラメータ）と表現する。液晶層の応答特性は、
温度が高いほど高く、温度が高いほどジャストオーバーシュート電圧は低くてもよいので
、あるパネル温度におけるジャストパラメータに比べると、それよりも高いパネル温度に
おけるジャストパラメータは弱いＯＳパラメータであるといえる。
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【００８６】
　表１に、主観評価の結果を示す。この主観評価では、ＯＳパラメータとして、あるパネ
ル温度におけるジャストパラメータ、それよりも５℃高いパネル温度におけるジャストパ
ラメータ（＋５℃のジャストパラメータとよぶ）、１０℃高いパネル温度におけるジャス
トパラメータ（＋１０℃のジャストパラメータとよぶ）、１５℃高いパネル温度における
ジャストパラメータ（＋１５℃のジャストパラメータとよぶ）を用いている。また、ジャ
ストパラメータ（６４階調を超える階調）と＋５℃のジャストパラメータ（６４階調以下
）とを組み合わせたＯＳパラメータも用いている。
【００８７】
【表１】

【００８８】
　なお、表中の記号はそれぞれ以下の結果を示している。応答速度の評価は、シバソク社
製ＴＧ３５からの静止画出力を、７ピクセル／フィールドで横方向にスクロールさせた映
像によって行った。
【００８９】
　◎・・・白光りの発生が抑制され、応答速度が十分に速い
　○・・・白光りの発生が抑制されているが、◎に比べると応答速度が若干遅い
　△・・・白光りの発生が抑制されているが、応答速度が遅い
　×・・・白光りが発生する
【００９０】
　表１からわかるように、ディケイ到達率が８％を超えると、ＯＳパラメータを変化させ
ても良好な結果（◎、○）は得られなかった。これに対し、ディケイ到達率が８％以下で
あると、ＯＳパラメータを所定の値に設定することによって、良好な結果（◎、○）が得
られた。以下、良好な結果が得られるためのＯＳパラメータについて説明する。
【００９１】
　まず、ディケイ到達率が４％を超え８％以下である場合には、表１からもわかるように
、ジャストパラメータよりも弱いＯＳパラメータを用いることで、良好な結果が得られる
。つまり、４０℃未満のあるパネル温度Ｔ1において、駆動回路６０が、そのパネル温度
Ｔ1におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1よりも低いオーバーシュート電圧
ＯＳＶT1を供給することによって、白光りの発生を抑制しつつ、応答速度を十分に高くす
ることができる。
【００９２】
　パネル温度Ｔ1におけるジャストパラメータよりも弱いＯＳパラメータとしては、表１
にも例示したように、Ｔ1よりも高いパネル温度Ｔ2におけるジャストパラメータを用いる
ことができる。つまり、パネル温度Ｔ1において駆動回路６０が供給するオーバーシュー
ト電圧ＯＳＶT1として、Ｔ1よりも高いパネル温度Ｔ2におけるジャストオーバーシュート
電圧ＪＯＳＶT2を用いることができる。
【００９３】
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　白光りを十分に抑制する観点からは、ＯＳパラメータがある程度以上弱い（ＯＳ電圧が
ある程度以上低い）ことが好ましく、応答速度を十分に向上する観点からは、ＯＳパラメ
ータが弱すぎない（ＯＳ電圧が低すぎない）ことが好ましい。
【００９４】
　具体的には、パネル温度Ｔ1において駆動回路が供給するオーバーシュート電圧ＯＳＶT

1は、透過率が前の垂直走査期間の表示階調に対応する所定の透過率に到達していないと
きにオーバーシュート電圧ＯＳＶT1が供給されても、１垂直走査期間に相当する時間経過
後の透過率が目標階調に対応した透過率の７０％～１００％となるように設定されている
ことが好ましく、７５％～１００％となるように設定されていることがより好ましく、８
０％～１００％となるように設定されていることがさらに好ましい。オーバーシュート電
圧ＯＳＶT1をこのように設定すると、白光りの発生を抑制する効果および応答速度を向上
する効果の両方を高くすることができる。
【００９５】
　より具体的には、Ｔ1＋３≦Ｔ2＜Ｔ1＋１０の関係を満足するようなパネル温度Ｔ2にお
けるジャストパラメータを用いることによって、白光りの発生を抑制する効果および応答
速度を向上する効果の両方を高くすることができる。例えば、表１に例示したように、Ｔ
１よりも５℃程度高い（Ｔ1＋５＝Ｔ2）パネル温度Ｔ2におけるジャストパラメータを用
いることができる。
【００９６】
　また、ディケイ到達率が０．５％を超え４％以下である場合には、表１からもわかるよ
うに、一部の階調（低階調側）でジャストパラメータよりも弱いＯＳパラメータを用い、
他の階調（高階調側）でジャストパラメータを用いることで、良好な結果が得られる。つ
まり、４０℃未満のあるパネル温度Ｔ1において、駆動回路６０が、目標中間階調が予め
定められた階調以下のときには、パネル温度Ｔ1におけるジャストオーバーシュート電圧
ＪＯＳＶT1よりも低いオーバーシュート電圧ＯＳＶT1を供給し、目標中間階調が予め定め
られた階調よりも高いときにはジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1を供給すること
によって、白光りの発生を抑制しつつ、応答速度を十分に高くすることができる。
【００９７】
　ジャストパラメータを用いるか、弱めのＯＳパラメータを用いるかの境界となる予め定
められた階調は、ディケイ到達率の値や、所望する応答特性・表示特性などに応じて適宜
設定される。例えば、６４／２５５階調を境界として、それ以下の階調では弱めのＯＳパ
ラメータを用い、それよりも高い階調ではジャストパラメータを用いてもよい。なお、「
６４／２５５階調」とは、階調表示をγ2.2に設定した場合において、黒表示時の輝度を
０、最高階調表示時の輝度を１としたときに輝度が（６４／２５５）2.2となる階調であ
る。
【００９８】
　パネル温度Ｔ1におけるジャストパラメータよりも弱いＯＳパラメータとしては、ディ
ケイ到達率が４％を超え８％以下である場合について説明したのと同様に、Ｔ1よりも高
いパネル温度Ｔ2におけるジャストパラメータを用いることができる。目標中間階調が予
め定められた階調以下のときに駆動回路が供給するオーバーシュート電圧ＯＳＶT1は、透
過率が前の垂直走査期間の表示階調に対応する所定の透過率に到達していないときにオー
バーシュート電圧ＯＳＶT1が供給されても、１垂直走査期間に相当する時間経過後の透過
率が当該中間階調に対応した透過率の７０％～１００％となるように設定されていること
が好ましく、７５％～１００％となるように設定されていることがより好ましく、８０％
～１００％となるように設定されていることがさらに好ましい。また、同様に、Ｔ1＋３
≦Ｔ2＜Ｔ1＋１０の関係を満足する（例えばＴ1＋５＝Ｔ2）ようなパネル温度Ｔ2におけ
るジャストパラメータを用いることによって、白光りの発生を抑制する効果および応答速
度を向上する効果の両方を高くすることができる。
【００９９】
　また、ディケイ到達率が０．５％以下である場合には、表１からもわかるように、ジャ
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５％以下である場合には、ディケイ応答において１垂直走査期間内で目標階調にほぼ到達
することが可能であるので、ジャストパラメータを用いても図１１に示すような白光りが
発生しないためと考えられる。そのため、４０℃未満のあるパネル温度Ｔ1において、駆
動回路６０が、パネル温度Ｔ1におけるジャストオーバーシュート電圧ＪＯＳＶT1を供給
することによって、白光りが発生することなく、応答速度を十分に高くすることができる
。
【０１００】
　上述したように、本願発明では、ディケイ到達率が少なくとも８％以下に設定されてい
る。以下に、このようなディケイ到達率を実現するための具体的な構成を説明する。なお
、従来の典型的な配向分割垂直配向型ＬＣＤでは、パネル温度５℃におけるディケイ到達
率が２５％～３８％程度の液晶層が用いられていた。
【０１０１】
　本願発明者は、種々のセルパラメータとディケイ到達率との関係を詳細に検討した結果
、液晶層を構成する液晶材料のフロー粘度をγ（ｍｍ2／ｓ）、前記液晶層の厚さをｄ（
μｍ）、最高階調表示状態と黒表示状態とでの前記液晶層への印加電圧の差をΔＶ（Ｖ）
とするとき、ｄ2・γ／ΔＶ（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））と、ディケイ到達率とが強い相関関係
を有していることを実験的に見出した。図７および図８に、試作した種々のセルパラメー
タを有するＬＣＤについて、ディケイ到達率を測定した結果を示す。図７は、６０Ｈｚ駆
動（１垂直走査期間が約１６．７ｍｓｅｃ）のＬＣＤについての結果を示し、図８は、１
２０Ｈｚ駆動（１垂直走査期間が約８．３ｍｓｅｃ）のＬＣＤについての結果を示してい
る。
【０１０２】
　図７からわかるように、６０Ｈｚ駆動の場合には、ｄ2・γ／ΔＶを４０×１０-6（ｍ
ｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え５０×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下とすることによって、
ディケイ到達率を４％を超え８％以下とすることができる。また、ｄ2・γ／ΔＶを２０
×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え４０×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下とするこ
とによって、ディケイ到達率を０．５％を超え４％以下とすることができる。さらに、ｄ
2・γ／ΔＶを２０×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下とすることによって、ディケイ到
達率を０．５％以下とすることができる。
【０１０３】
　また、図８からわかるように、１２０Ｈｚ駆動の場合には、ｄ2・γ／ΔＶを１８×１
０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え２３×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下とすることに
よって、ディケイ到達率を４％を超え８％以下とすることができる。また、ｄ2・γ／Δ
Ｖを７×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））を超え１８×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下と
することによって、ディケイ到達率を０．５％を超え４％以下とすることができる。さら
に、ｄ2・γ／ΔＶを７×１０-6（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））以下とすることによって、ディケ
イ到達率を０．５％以下とすることができる。
【０１０４】
　次に、本発明によるＬＣＤに用いられるＯＳパラメータのより具体的な例を説明する。
表２に、試作したＬＣＤのサンプル♯１～♯３について用いたＯＳパラメータを示す。な
お、表２では、ＯＳパラメータのうち、０階調スタートのＯＳ階調を代表して示している
。また、表３、表４および表５にサンプル♯１～♯３についてのジャストパラメータをそ
れぞれ示し、表６にサンプル♯１～♯３の液晶層を構成する液晶材料のΔｎ（屈折率異方
性）およびΔε（誘電率異方性）を示し、表７にそれらの液晶材料のおおよそのフロー粘
度γ（ｍｍ2／Ｓ）を示す。
【０１０５】
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【０１０７】
【表４】

【０１０８】
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【表５】

【０１０９】

【表６】

【０１１０】
【表７】

【０１１１】
　表２と表３との比較からもわかるように、ライズ到達率７５％以上でディケイ到達率が
０．５％以下の場合（表２中のＯＳ条件１）には、ＯＳパラメータとしてそのパネル温度
のジャストパラメータを用いた。また、ライズ到達率７５％以上でディケイ到達率が０．
５％を超え４％以下の場合（表２中のＯＳ条件２）には、ＯＳパラメータとして、６４階
調より高い階調ではジャストパラメータを用い、６４階調以下の階調では＋５℃のジャス
トパラメータを用いた。また、ライズ到達率７５％以上でディケイ到達率が４％を超え８
％以下の場合（表２中のＯＳ条件３）には、ＯＳパラメータとして、全階調で＋５℃のジ
ャストパラメータを用いた。表２に示すＯＳパラメータを用いることで、試作したサンプ
ル♯１～♯３はいずれも、良好な動画表示を行うことができた。
【０１１２】
　なお、本実施形態では、上述したＭＶＡ型ＬＣＤを例として本発明を説明したが、液晶
層のディケイ応答特性は、配向分割の手法ではなく、液晶材料の種類、液晶層の厚さ（セ
ル厚）、および印加電圧によって決まるので、本発明は、他の配向分割垂直配向型ＬＣＤ
にも適用することができ、同様の効果を得ることができる。例えば、ＣＰＡ（Ｃｏｎｔｉ
ｎｕｏｕｓ　Ｐｉｎｗｈｅｅｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）型ＬＣＤにも適用できる。
【０１１３】
　図９に、ＣＰＡ型ＬＣＤが備える画素電極１４の一例を示す。この画素電極１４は、複
数の開口部（画素電極１４の内の導電膜が除去された部分）１４ａと中実部（導電膜が存
在する部分（開口部１４ａ以外の部分））１４ｂとを有している。
【０１１４】
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　複数の開口部１４ａは、その中心が正方格子を形成するように配置されており、１つの
単位格子を形成する４つの格子点上に中心が位置する４つの開口部１４ａによって実質的
に囲まれる中実部（「単位中実部」と称する。）１４ｂ’は、略円形の形状を有している
。それぞれの開口部１４ａは、４つの４分の１円弧状の辺（エッジ）を有し、且つ、その
中心に４回回転軸を有する略星形である。
【０１１５】
　このような画素電極１４を有するＬＣＤにおいては、電圧印加時には、開口部１４ａの
エッジ部に生成される斜め電界によって、それぞれが放射状傾斜配向状態をとる複数の液
晶ドメインが形成される。
【０１１６】
　図９に示す画素電極１４を備えたＬＣＤにおける液晶分子１３ａの配向状態を図１０（
ａ）～図１０（ｃ）を参照しながら説明する。
【０１１７】
　図１０（ａ）～（ｃ）は、それぞれ、基板法線方向から見た液晶分子１３ａの配向状態
を模式的に示している。図１０（ｂ）および（ｃ）など、基板法線方向から見た液晶分子
１３ａの配向状態を示す図において、楕円状に描かれた液晶分子１３ａの先が黒く示され
ている端は、その端が他端よりも、開口部１４ａを有する画素電極１４が設けられている
基板側に近いように、液晶分子１３ａが傾斜していることを示している。ここでは、図９
に示した画素領域の内の１つの単位格子（４つの開口部１４ａによって形成される）につ
いて説明する。
【０１１８】
　液晶層１３ａに電圧が印加されていない状態においては、一対の基板の液晶層側表面に
設けられた垂直配向層（不図示）によって配向方向が規制されている液晶分子１３ａは、
図１０（ａ）に示したように、垂直配向状態を取る。
【０１１９】
　液晶層に電界を印加し、開口部１４ａのエッジ部に斜め電界が生成されると、図１０（
ｂ）に示したように、開口部１４ａのエッジ部から液晶分子１３ａが傾斜し始め、開口部
１４ａのエッジ部の傾斜した液晶分子１３ａの配向と整合性をとるように周囲の液晶分子
３０ａも傾斜し、図１０（ｃ）に示したような状態で液晶分子１３ａの軸方位は安定する
（放射状傾斜配向）。放射状傾斜配向をとる液晶ドメインは、それぞれの開口部１４ａに
対応する領域と、単位格子内の中実部１４ｂ’に対応する領域とに、それぞれ１つずつ形
成される。
【０１２０】
　このように、ＣＰＡ型ＬＣＤにおいては、垂直配向型液晶層を、開口部１４ａあるいは
単位中実部１４ｂ’の中心付近の垂直に配向したままの液晶分子１３ａを中心として連続
的に異なる配向方向に分割している。ＣＰＡ型ＬＣＤにおいても上述したように、ディケ
イ到達率に応じてＯＳパラメータの設定の仕方を異ならせることによって、高品位の動画
表示を行うことができる。
【産業上の利用可能性】
【０１２１】
　本発明によると、高品位の動画表示が可能な配向分割垂直配向型液晶表示装置およびそ
の駆動方法ならびにそのような液晶表示装置を備えた電子機器が提供される。本発明によ
る液晶表示装置は、例えば、テレビジョン放送を受信する回路を備える液晶テレビとして
好適に用いられる。また、パーソナルコンピュータやＰＤＡなど動画を表示する用途に用
いられる電子機器に好適に用いられる。
【図面の簡単な説明】
【０１２２】
【図１】（ａ）から（ｃ）は、本発明によるＬＣＤが備える液晶パネルの基本的な構成例
を模式的に示す断面図である。
【図２】本発明によるＬＣＤが備える液晶パネルの断面構造を模式的に示す部分断面図で
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【図３】本発明によるＬＣＤが備える液晶パネルの画素部の模式的な平面図である。
【図４】本発明によるＬＣＤが備える駆動回路を模式的に示すブロック図である。
【図５】駆動回路のルックアップテーブルメモリに格納されるルックアップテーブルを模
式的に示す図である。
【図６】０階調から所定の目標階調に遷移させるときの目標階調とＯＳ階調との関係を示
すグラフである。
【図７】６０Ｈｚ駆動の場合のｄ2・γ／ΔＶ（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））とディケイ到達率（
％）との関係を示すグラフである。
【図８】１２０Ｈｚ駆動の場合のｄ2・γ／ΔＶ（ｍｍ4／（Ｖ・ｓ））とディケイ到達率
（％）との関係を示すグラフである。
【図９】ＣＰＡ型ＬＣＤが備える画素電極を模式的に示す上面図である。
【図１０】（ａ）～（ｃ）は、ＣＰＡ型ＬＣＤにおける液晶分子の配向状態を模式的に示
す上面図である。
【図１１】従来のＭＶＡ型ＬＣＤにおいてＯＳ駆動を行ったときの問題を説明するための
図である。
【符号の説明】
【０１２３】
　１０、１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ　　液晶パネル
　１１　第１電極
　１２　第２電極
　１３　垂直配向型液晶層
　２１　リブ（第１配向規制手段）
　２２　スリット（第２配向規制手段）
　６０　駆動回路
　６１　信号変換部
　６２　制御回路
　６３　ゲートドライバ
　６４　ソースドライバ
　６５　フレームメモリ
　６６　ルックアップテーブルメモリ
　６７　演算回路
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